
研究概要

応用範囲

Ｍ１ ＩｏＰが導く生産から流通までの情報クラウド
の統合と全戸へのフィードバック手法の開発

高知県 ○岡林俊宏、細川卓也、齋藤格久、松木尚志、仙石健介 高知大学・北野雅治、岩尾忠重
工科大学・福本昌弘、古沢浩 東京大学・越塚登 デジタルハリウッド大学・大場次一
日本総研・三輪泰史 (株)INDUSTRIAL-X・八子知礼

現場のデータおよび各IoP研究等の技術成果をIoPクラウド（共有データ基盤）に統合し、それらの
成果を全農家にパーソナルにフィードバックし、その営農・経営改善や販売促進に活用できるしくみを
構築することで、園芸農業の飛躍的発展を実現する。
また、IoPクラウドを様々な研究機関や企業が一定ルールの下に自由に活用できる環境を構築す

ることで、さらなる研究成果や付加価値を生み出し、施設園芸関連産業群の創出・集積につなげる。
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これまでの成果

１.どこからでもハウス内の状況を確認

グラフ 現在値 警報設定

圃場カメラ

環境データ機能では、SAWACHIに接続された環境測定装置の現在の測定値
や推移グラフの確認、警報の通知設定行うことができます。

対応カメラを設置した圃場では、現在・過去のカメラ画像で、
圃場の状況を遠隔から確認することができます。

JA集出荷場への出荷量をグラフで分かりやすく表示。県下や地域の
状況と自分を比較することもできます。

２. 毎日の出荷実績をスマホで確認



3.8

4.5

栽培管理において重要な指標となる光合成や蒸散量等の生理生態情報の
数値化・見える化が実現 （R4:ナス、ニラ R5：キュウリ、ピーマン）

成果の社会実装・普及

生理生態情報などを基に生育予測、
収穫量・時期などを予測するAIの
プロトタイプを開発

営農支援AI

＋

収益改善AI
展開枠(R5~8)

世界初！生理生態
AIエンジンを開発

↓
使える化へ

AI

R5～使える化・多品目化

＋

●IoPクラウド(SAWACHI)(R3～実証開始､R4.9本格稼働)

いつでも、どこからでも、
必要な情報をゲット！

・SAWACHI利用農家数：1,025戸（R5.7末）

・JA出荷データ共有農家数：2,472戸(〃)
ナス・・・・・・608戸／672戸（90.5％が共有）
キュウリ・・・489戸／534戸（90.3％が共有）
ミョウガ･･･317戸／402戸（78.9％が共有）
ピーマンやシシトウでもハウス農家は80％以上が共有

・ハウス内環境データ等接続農家数：486戸（〃）

利用者拡大中（データ駆動型農業普及率：全国１）

データ駆動型の営農指導体制の強化

データで
改善の
ポイントが
よくわかる
ね！

本格運用開始（2022.9.21）

１年間で、利用農家が
１，０００戸を突破！

今後の展開
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